
F a s h i o n

Watching結
婚
の
花
は
愛
の
シ
ン
ボ
ル
、
花
嫁
の
清
純
さ
を
強
く
だ
す
た
め
に
、
白
い
花
が
主

に
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

つ
ゅ
に
ふ
し
か
せ
に
み
た
る
る
夏
草
の
葉
か
く
れ
に
咲
く
ひ
め
ゆ
り
の
花

伏
見
宮
文
秀
女
王
御
歌

昔
か
ら
百
合
は
花
嫁
に
代
表
さ
れ
る
花
と
し
て
慕
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
は
気
品

高
く
香
り
が
よ
い
か
ら
で
、
現
代
生
活
の
中
で
活
花
を
い
け
る
時
は
、
百
合
は
匂
い
が

強
い
の
で
敬
遠
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
昔
は
日
本
の
御
香
、
外
国
で
は
香
水
、
が

あ
る
よ
う
に
強
い
香
り
の
も
の
が
好
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
形
は
今
も
昔
も
、
コ
ロ
ニ
ア

ル
、
キ
ャ
ス
ヶ
ー
ド
と
い
っ
た
形
の
あ
る
も
の
が
喜
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
私
の
感
覚
花

（
奏
花
）
に
お
い
て
、
神
戸
っ
子
の
セ
ン
ス
あ
る
花
嫁
に
は
、
多
く
の
花
よ
り
も
、
一
本

の
花
を
さ
り
げ
な
く
も
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
コ
サ
ー
ジ
と
は
小
さ
な
花
飾
り
、
外

国
で
は
色
々
な
行
事
に
、
夫
か
ら
妻
に
、
男
性
か
ら
女
性
に
必
ず
花
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す

る
の
が
し
き
た
り
と
聞
い
て
い
ま
す
。
二
人
で
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ベ
ル
を
鳴
ら
し
た
時
を

思
い
、
い
つ
ま
で
も
幸
福
で
あ
る
た
め
に
、
花
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
行
為
を
習
性
づ
け
、

日
本
の
男
性
の
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

６

愛
を
花
に
託
し
て
、
夫
か
ら
妻
へ
１
．

久
武
真
由
美
感
覚
花
〉

Ｗ
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宣黛葛頚野
““お貸衣裳花嫁衣裳サロン

▲”戸請潜濡撫_‘，

神戸ク

1選ョ
本店／兵庫区塚本通2-1..1（078)575-3120㈹
東店／兵庫区大開通2-1-2（078)576-0054㈹

暮らしに生きる良い家具を－一

中央区元町通４丁目
（078)371.1212

元
町3名

イコラ弓j Ｕす

言淀む三

チャヨムボL - トレート
ウエディングフォート
ロケーションフォート

－、

ＹＡＭＡＭＯＴＯＰＨＯＴＯＳＴＵＤｌＯ

山 本写真館
〒6 5 O 神戸市中央区下山手１丁目１の６

（生田神社スグ前）
ＴＥＬ神戸( 0 7 8 ) 3 3 1 - 4 2 5 4 (代表）

、｡『JIen』Ｐ
ボンヌール写真室

生田神社会館指定

杉尾友士郎
(078)252-0069

⑬ 白賓堂
－２‐・4
6 0 0 0

レンタルコスチューム･ ヘァー･ 着付･ 撮影

ｽﾀジｵ(か蕊
国鉄三宮駅山側グリーンシャポビル
(078)242-2871スタジオ242-2310

．ご猟衣裳
ブライダルサロン

牛l i lか締
三宮店･三宮センター街1丁目( 0 7 8 ) 3 3 1 - 5 3 3 3
上沢店･上沢通4丁目バス停西(０７８) 5 2 1 - 0 6 8 0
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昨
日
ま
で
の
風
景
に

新
し
い
微
笑
を

感
じ
る
朝
ｌ

私
は
花
嫁
に
な
り
ま
す
。

怪
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高橋真彦
克子さんご夫妻

〆

騨職 詩函

口昭和6 1 年４月2 7 日挙式

の夢は、高く大きく広がっ

真彦さんの夢は、Ｉ喫茶店

／のオーナー。目下、修業中

鋤＃

=両

保母さんとして楽しい毎日。 ■弾．

&長田神社で結ばれたお二人 篭雲謹＝鞘壷企壷壷や

角

ー

て行きます。

や

胸 ６

．
式場

j陸

永集ﾉ 駁
ｔルシユウデン：駕篭各長田駅下車含(078)6213410

、こ

おごそかな挙式〃心に残る御披露宴〃
結婚式・披露宴
パーテイなどに

各
利

●
ざ
」
種宴会・同窓会・展示会．ご会合．
用下さい。
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縁結びの神生田神社で
厳そかな熱) と ↓

結納式．二次会･ 展示会．ご集会に. ノ

生圏神ﾉ#土会館
、神戸。三ノ宮駅下車山手５分 念Ｏ７８－３９１－８７６５㈹
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二人の門出を
異国浪漫漂う町から

【Ｐ

ロマネスクの館からの出発

一
定
可

ノ

顕
J１

阪急電車宝塚南口駅前〒6 6 5 宝塚市梅野町1 －４６

両

② 古宇虚
神戸市中央区北野町1丁目１番1 4号ＴＥＬ( 0 7 8 ) 2 4 1 - 2 4 5 1 ㈹
国鉄、阪急、阪神二宮駅から北へ徒歩1 5 分、クルマで５分

山陽新幹線新神戸駅から西南へ徒歩1 0 分

漢鰯４
Ｗ７

．痔ム
口角画

（

ﾛ三百

異国ロマン漂う北野の町
静かなたたずまいの中
二人の愛の出発をより一層ゴージャスに
なった「六甲荘」で……
荘厳な挙式から、華やかで暖かいご披露宴
に至るまで、安心できるご予算と
充実した設備、心のこもったサービスで
お世話させていただきます。

公立学校共済組合神戸宿泊所
円

緑まぶしい六甲のふもと武庫川のせせらぎ
6 0 年の伝統を誇るロマネスクの館
宝塚ホテルから幸せの旅立
■ご予約、お問い合わせは－

予約センター垂0 7 9 7 - 8 7 - 1 1 5 1
ＨＡﾄ U < ＹＵＨＯＴａロィA ｣ Ｎ

ｕ刀､ 刀､ 尾長ご

宝i雪
ボー肌
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総合結婚式場

／

ｋ

平『鷲１F卿1cＡ県民会館
神戸市中央区下山手通4丁目1 6 - 3 壷( 0 7 8 ) 3 2 1 - 2 1 3 1 ㈹
（国鉄･ 阪神元町駅徒歩5 分. 地下鉄山手駅下車スグ）

、

県民会館総合結婚式場亨慧ﾘ肩撫ｃＡ神戸市中央区下山手通4丁目1 6 - 3 壷( 0 7 8 ) 3 2 1 - 2 1 3 1 ㈹
（国鉄･ 阪神元町駅徒歩5 分. 地下鉄山手駅下車スグ） 神戸市中央区加納町2丁目7番1 5号壷( 0 7 8 ) 2 4 1 - 7 2 0 5

、 （国鉄三宮駅 ､ 新神戸駅より徒歩 1 0 分 ､ ﾀ ｸ ｼ ｰ で 3 分）ノ
神戸市中央区加納町2丁目7番1 5 号壷( 0 7 8 ) 2 4 1 - 7 2 0 5
( 国鉄三宮駅、新神戸駅より徒歩1 0 分､ タクシーで３分）ノ
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需
吟
》
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弓
鱗

幸一( 十雁満ちたお発人の新しい出発
は安心してご利用頂ける公営結婚
式場県民会館で…。仏式結婚式場
もご予約承わります。

特 曇蝋憂iiiii霞iiiii
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て
く
る
と
も
っ
と
暮
ら
し
が
楽
し
く
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

木
村
そ
う
で
す
ね
。
小
林
さ
ん
ご
白

身
、
募
ら
し
に
関
す
る
イ
ン
テ
リ
ア
に

は
ど
ん
な
配
慮
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

小
林
家
具
な
ど
は
専
門
分
野
で
す
か

ら
様
々
な
情
報
が
入
っ
て
き
ま
す
が
、

食
器
な
ど
の
小
物
に
つ
い
て
は
苦
労
し

て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
ケ
ト
ル
ひ
と
つ

に
し
て
も
置
い
て
お
く
こ
と
で
様
に
な

る
と
い
っ
た
ア
ー
ト
感
覚
が
い
い
。
Ｈ

本
古
来
の
焼
物
、
壷
や
大
皿
に
通
じ
る

ア
ー
ト
感
覚
で
も
あ
り
ま
す
。

特
に
最
近
は
備
前
や
唐
津
と
い
っ
た
〃
土

も
の
〃
に
凝
っ
て
い
ま
す
。

木
村
な
る
ほ
ど
、
モ
ダ
ン
な
す
ま
い

の
中
で
の
和
と
洋
の
組
合
わ
せ
は
、
新

し
い
日
本
の
暮
ら
し
方
で
す
ね
。

小
林
壁
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
も
畳
を

敷
く
と
暖
か
い
空
間
に
な
っ
た
り
、
洋

間
に
座
敷
テ
ー
ブ
ル
を
置
く
と
か
え
っ

て
空
間
に
広
が
り
が
で
き
た
り
、
住
む

人
が
異
和
感
な
く
快
適
に
暮
ら
せ
る
住

ま
い
が
理
想
的
で
す
。
そ
う
し
た
生
活
に

カ
ラ
フ
ル
す
ぎ
た
り
装
飾
の
多
い
家
庭

用
品
は
不
釣
合
で
す
。
か
と
い
っ
て
実

用
本
位
だ
け
で
は
味
気
な
く
、
機
能
性

を
重
視
し
な
が
ら
も
、
一
味
違
う
も
の

が
欲
し
く
な
り
ま
す
。
そ
の
点
で
は
男

性
の
目
を
通
し
て
選
択
し
た
物
に
は
、
、

小
林
恒
〈
建
築
蕊
）
妬
木
村
多
恵
子
〈
荊
鵜
湾
将
〉

芦
尾
大
丸
一
階
の
ア
シ
ヤ
ブ
ラ
ザ
に
て
く
る
と
も
っ
と
昔

シ
ャ
ー
プ
な
感
覚
の
家
庭
用
品
が
登
場
る
の
で
は
な
い
で
‐

し
話
題
を
集
め
て
い
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
木
村
そ
う
で
す
糸

ト
打
ち
放
し
の
モ
ダ
ン
な
建
物
で
活
躍
身
、
募
ら
し
に
関
手

中
の
小
林
さ
ん
と
木
村
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
は
ど
ん
な
配
慮
を
幹

タ
ー
に
新
し
い
幕
ら
し
の
こ
だ
わ
り
に
小
林
家
具
な
ど
畔

つ
い
て
お
喋
り
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
ら
様
々
な
情
報
が
γ

木
村
海
外
で
活
躍
す
る
建
築
家
た
ち
食
器
な
ど
の
小
物
杵

は
家
庭
用
品
の
分
野
に
ま
で
進
出
し
て
て
い
ま
す
。
た
と
二

い
る
よ
う
で
す
が
、
小
林
さ
ん
の
立
場
に
し
て
も
置
い
て
』

か
ら
新
し
い
暮
ら
し
の
ア
ド
バ
ィ
ス
な
る
と
い
っ
た
ア
ー
‐

ど
を
お
聞
き
し
た
い
の
で
す
が
…
。
本
古
来
の
焼
物
、
圭

小
林
建
築
家
の
考
え
た
も
の
は
デ
ザ
ア
ー
ト
感
覚
で
も
↑

イ
ン
と
機
能
が
結
び
つ
い
て
、
お
も
し
特
に
最
近
は
備
前
｛

ろ
い
も
の
が
多
い
で
す
か
ら
ね
。
さ
ら
も
の
〃
に
凝
っ
て
韻

に
鹸
近
で
は
機
能
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
木
村
な
る
ほ
ど
、

も
の
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
こ
の
マ
イ
ヶ
の
中
で
の
和
と
洋
（

ル
・
グ
レ
イ
ヴ
ス
作
の
ケ
ト
ル
な
ど
も
し
い
日
本
の
幕
ら
，

ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
な
デ
ザ
イ
ン
で
す
ね
。
小
林
壁
は
コ
ン
』

▲
暮
ら
し
の
対
談

″
生
活
の
隅
々
に
ま
で

ア
ー
ト
感
覚
を
″

小
林
そ
れ
は
家
を
つ
く
る
場
合
に
も

あ
て
は
ま
り
、
建
築
依
頼
さ
れ
る
の
も

奥
さ
ん
に
任
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で

し
た
が
、
近
頃
は
若
く
て
も
は
っ
き
り

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
待
っ
て
い
る
カ
ッ

プ
ル
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

木
村
え
え
、
暮
ら
し
と
い
う
の
は
ひ

と
つ
の
文
化
で
す
か
ら
も
っ
と
男
性
に

も
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
（
笑
）
小
林
さ

ん
に
も
家
庭
用
品
を
ぜ
ひ
デ
ザ
イ
ン
し

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

Ｉ
‐
’
一

小林さんのオフィスでの対談
人してか価てか機木
向てもら格もら能村
き万決み面、み面

で
は
あ

り
ま
や

イdshMdQdzdﾗｲﾌｸﾘｴｰｼﾖﾝ、

”

？

< 大丸芦屋店からのお知らせ〉
クリスタルモダンのチャペ
ルが誕生した六甲山オリエ蕊
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望画巳一
1 ヶ

驚鋳
，Ｉ 〆ｰ q

夢２浬
ｒョ

”雲途
ん
が
デ
ザ
イ
ン
的
な
遊
び
に
魅
力
が
あ

る
わ
け
で
す
。
お
も
し
ろ
い
の
は
こ
う

い
う
商
舶
を
、
男
性
が
よ
く
購
入
さ
れ

る
ん
で
す
ね
え
（
笑
）

小
林
い
わ
ゆ
る
良
い
も
の
は
世
の
中

に
充
満
し
て
い
る
が
、
セ
レ
ク
ト
の
し

か
た
を
知
ら
な
い
人
が
多
い
。
た
と
え

ば
食
器
に
し
て
も
ブ
ラ
ン
ド
一
辺
倒
は

卒
業
し
て
、
自
分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

感
覚
で
モ
ノ
の
見
方
に
一
貫
性
が
で
き

ｄ４r』

ｉ
壷

Ｊ

ロ
ー
ｎ

Ｆ Ｊ

ロ
ー
ｎ

Ｆ

ー

可

奪弓蕊、
瞳弓

目
ご
心

M％

1１

１
ｔ
１
ｔ

剥離瞬袈'&副州
「
『
〕 遊

び
心
も
あ
っ
て
面
白
い
。
男
性
の
料

理
教
室
も
盛
ん
で
す
し
、
今
後
は
男
性

が
納
得
し
て
選
ぶ
家
庭
用
品
も
増
え
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

木
村
そ
う
い
え
ば
、
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ

で
よ
く
招
か
れ
た
ブ
ラ
ハ
ン
ト
家
で
は
、

料
理
上
手
な
ご
主
人
の
メ
イ
ン
デ
ィ
ッ

シ
ュ
が
い
つ
も
パ
ー
テ
ィ
の
話
題
で
楽

し
か
っ
た
で
す
。
日
本
で
も
最
近
そ
う

い
う
家
庭
が
増
え
て
き
ま
し
た
ね
。

可も

厩

凸

毎 m

く
左
写
真
／
カ
ウ
ン
タ
ー
テ
ー
ブ
ル
（
Ｗ
１
６
０
０
×

Ｄ
４
４
６
×
Ｈ
１
０
０
０
）
￥
１
２
０
，
０
０
０
／
ハ
イ

ス
ツ
ー
ル
（
Ｗ
４
０
０
×
Ｄ
４
６
５
×
Ｈ
８
３
０
×
Ｓ

Ｈ
７
６
５
）
￥
２
５
，
０
０
０
／
ケ
ト
ル
（
イ
タ
リ
ア
．

リ
チ
ャ
ー
ド
・
サ
ッ
パ
ー
デ
ザ
イ
ン
）
￥
２
３
，
０
０
０

エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
（
Ｎ
Ｙ
近
代
美
術

館
永
久
保
存
￥
１
９
，
０
０
０
／
コ
ン
デ
ィ
メ
ン
ト
セ

ッ
ト
（
イ
タ
リ
ア
・
エ
ッ
ト
ー
レ
・
リ
ッ
ト
サ
ス
デ
ザ

イ
ン
）
￥
２
６
，
０
０
０
■
こ
の
他
に
も
い
ろ
い
ろ
取
り

揃
え
て
お
り
ま
す
。
商
品
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

大
丸
芦
屋
店
ア
シ
ヤ
プ
ラ
ザ
（
芦
屋
市
船
戸
町
１
１
訓

恋
０
７
９
７
‐
狐
１
２
１
１
１
）
ま
で
。

撮
影
協
力
／
小
林
恒
建
築
研
究
所

わこだわり派のショッピングの楽しみがここにある

-グニ

ーr ー

派
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●シアトルの９月

人情も神戸と
似た街

しゅうぞう

横山１肯造
(熟難き蛎議ﾄ'‘）
シアトルの街は南北に長い海沿いの都市で

神戸のように東西に長く緯度が南よりの街と
は対照的で、もの静かでむしろ淋しい印象を
うける。１１本漁民が米大陸に漂着した頃から
日本人とはなじみの深い処だが、とりわけ神
戸市とは姉妹提携を結んでいる関係上特に親
しみを覚える街だ。日系の人々が多いせいか
我々の街の人情に似たものを感じるし、シア
トルの高台に立てば海の向こうは神戸なんだ
なあと思う。市中の公園には神戸市より寄贈
されたつり鐘があり神戸ベルとして親しまれ
随所に日本とのつながりのあるものが見られ
るが、ニューヨークに剛由の女神像があるよ
うにシアトルにもＨ本を向いた大仏さんなん
かがあれぱ感激するのだが…。

、
ＫＯＢＥＥＸＣ商〃』ＥＮＴＳＨＯＰ
☆欧風家具･ 設計･ 創作

永田良介商店
神戸市中央反＝寓町3 丁目１－４冠3 9 1 - 3 7 3 7 ～９

☆世界のオシャレをお届けする

$麦鱈挙
神戸市中央区元町通1 丁目4 - 1 3 壷3 3 1 - 3 1 1 2

☆婦人帽子

、、ａうく｡、､《可、
マ鐸シン

神j- r市中央区北畏狭辿２r I 1 6 - 1 3か3 3 1 - 6 7 1 1

☆伝わる真どころ手づくりの風格

柴田音吉洋服店
神戸市中央区元町逆４r f l 2 - 2 2 公3 4 1 - 0 6 9 3

☆舶来品ブティック

ヱコターニュートン
神戸市中央区北長挟迎３１~ 1 1 1 2 - 1 4 念3 3 1 - 1 8 1 8

☆本格派の人々に愛される

ヨヨ斎施
神戸市中央区三富町３Ｊ~ I ･ ' 1 - 9 念3 3 1 - 5 1 9 0

★よろず御槻衣縫上虚

神戸シャツ
神戸市中央区邑宮m T 3 T I 1 1 - 6 壷3 3 1 - 2 1 6 8

☆選りすぐった一点を…。

Ｓ
神戸市中央区元町ｊｍ２ＴＨ５－７金3 3 1 - 4 7 0 7

☆世界のチョコレート

壱 一醤舘
神戸市中央区元町本辿１T I 1 8 - 5 金3 9 1 - 3 1 3 8

※このシリーズは上記９社の専門店
の提供によるものです。
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ハーバート・大田

来７大Ｉ
日月田（
、中さＩ
同旬ん卜
1 9 1 こが｡

彼
の
ウ
ク
レ
レ
は
、
４
本
弦

と
は
信
じ
ら
れ
な
い
表
現
力
を

持
っ
て
い
る
。
ハ
ワ
イ
ア
ン
は

「
彼
の
ウ
ク
レ
レ
は
ソ
ロ
楽
器

と
し
て
通
用
す
る
世
界
で
唯
一

－
の
ミ
チ
ヲ
ウ
ラ
タ
さ
ん
。
演

奏
後
、
ウ
ク
レ
レ
の
魅
力
は
？

と
聞
く
と
、
「
や
さ
し
く
弾
け
ば

い
い
音
で
答
え
て
く
れ
ま
す
。

そ
れ
に
ど
こ
に
で
も
持
っ
て
行

け
る
か
ら
最
高
で
す
ね
。
」
と
語

っ
て
く
れ
た
。
ハ
ワ
イ
の
自
然

は
人
間
も
音
楽
も
素
朴
に
し
て

☆
円
高
差
額
の
解
消
と
国
内
需

要
の
増
大
を
図
っ
て

蕊
》
蕊

日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
象
印
Ｊ

Ｍ
神
戸
」
店
。
マ
イ
コ
ン
導
入

に
よ
っ
て
飛
躍
的
に
機
能
が
向

上
し
た
ポ
ッ
ト
、
炊
飯
器
等
、

象
印
の
全
製
品
が
展
示
さ
れ
て

社
長
の
三
宅
政
和
さ
ん
は

「
こ
れ
だ
け
深
刻
な
円
高
に
お

い
て
、
輸
出
部
門
が
少
々
キ
ッ

ク
な
っ
て
き
た
の
で
、
国
内
需

県
公
安
委
員
長
で
弁
護
士
の

帥
才
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
公

灘
》
難
鯉

に
残
る
事
件
」
を
ま
と
め
た
と

同
時
に
市
の
行
政
訴
訟
史
で
も

あ
り
、
今
後
、
市
の
関
係
職
員

「
今
は
、
行
政
の
強
権
が
ま

ん
。
市
民
の
理
解
と
協
力
の
得

ら
れ
る
行
政
の
あ
り
方
を
法
律

１
１１７
１

即
日
西
区
の
農
業
公
園
の
プ
ー

ル
開
き
で
ス
テ
ー
ジ
を
つ
と
め

。』たｅ
Ｂｒｅａｋ

要
の
増
大
を
図
っ
て
、
こ
の
店

現
在
、
神
戸
で
輸
出
専
門
商

社
で
、
年
間
百
億
円
を
越
え
て

国
内
需
要
の
増
大
に
よ
っ
て
、

他
と
の
格
差
を
ま
す
ま
す
つ
け

て
、
確
固
た
る
地
位
を
築
き
あ

げ
て
み
せ
ま
す
」
と
、
力
強
く

語
っ
た
。

☆
社
会
保
険
神
戸
中
央
病
院
が

神
戸
一
の
設
備
を
備
え
移
転

灘
》
購

戸
中
央
病
院
は
、
恒
光
兼
介
院

長
の
理
念
を
取
り
入
れ
、
患
者

の
居
住
性
を
ま
ず
第
一
に
建
て

ら
れ
て
い
る
の
が
特
徴
。

北
区
惣
山
町
２
丁
目
１
番
１

に
約
３
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷

地
に
建
て
ら
れ
た
白
い
病
院

は
、
心
臓
外
科
以
外
の
総
て
の

分
野
の
窓
口
を
持
ち
、
最
新
・

最
高
の
設
備
を
備
え
て
い
る
。

恒
光
院
長
は
「
ホ
ス
ピ
タ
ル

の
語
源
は
ホ
テ
ル
と
同
じ
。
患

者
さ
ん
も
病
人
で
あ
る
以
前
に

人
間
な
の
だ
か
ら
、
患
者
さ
ん

の
住
み
易
い
病
院
と
い
う
こ
と

で
、
通
風
・
採
光
に
気
を
使

い
、
料
理
も
通
常
の
病
院
食
よ

り
は
ズ
ッ
と
お
い
し
く
な
っ
て

い
ま
す
。
」
と
語
っ
た
。

同
じ
敷
地
内
に
は
看
護
専
門

学
校
も
設
置
。

期
理
事
長
に
サ
ザ
エ
食
品
社
長

蕊
》
議

員
長
、
社
会
室
長
を
歴
任
。
昨

年
は
副
理
事
長
に
就
任
し
た
。

二
代
目
、
三
代
目
の
多
い
同
会

議
所
の
中
に
あ
っ
て
は
異
例
の

創
業
社
長
。
裸
一
貫
の
苦
労
人

ら
し
い
面
倒
見
の
良
さ
で
会
員

仲
間
か
ら
の
信
頼
も
厚
い
。

設
立
訓
周
年
を
目
前
に
し
た

同
会
議
所
に
も
、
こ
の
３
，
４

年
の
間
に
会
員
の
６
割
が
新
人

に
入
れ
替
る
な
ど
〃
新
人
類

化
″
の
波
が
押
し
寄
せ
て
お
り

新
し
い
時
代
に
対
応
す
る
体
制

作
り
が
急
務
。
そ
れ
だ
け
に
戸

か
る
期
待
も
大
き
い
。

☆
ウ
ク
レ
レ
の
魅
力
発
見

藤
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黙
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チユッ／久々の対面に喜びあうマサルと母親

ア
シ
カ
は
毎
年
き
ま
っ
て
六
月
に
陸
で
一
子
を
生
む
。

季
節
繁
殖
で
あ
る
。
そ
の
子
は
十
カ
月
以
内
に
は
自
立
し

て
エ
サ
を
食
べ
は
じ
め
な
い
と
、
母
親
は
突
然
乳
を
与
え

な
く
な
る
。
次
の
子
を
妊
娠
し
て
い
る
た
め
で
、
自
立
は

子
供
自
ら
で
あ
る
の
は
他
の
動
物
も
同
じ
で
あ
る
。

だ
が
動
物
園
で
は
、
せ
い
ぜ
い
五
頭
位
の
小
群
だ
か
ら
、

〃
ひ
と
り
子
″
の
場
合
が
多
い
。
ど
う
し
て
も
乳
離
れ
が

遅
れ
、
エ
サ
を
食
べ
な
い
。
乳
を
貰
え
な
く
な
っ
た
子
は

死
に
至
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
。

『
ア
シ
カ
を
離
乳
期
に
死
な
す
な
／
』
が
私
た
ち
飼
育

員
の
合
言
葉
に
も
な
っ
て
い
る
。
も
し
、
野
生
な
ら
離
乳

守茜蕪配

が
遅
れ
る
虚
弱
な
子
は
自
然
陶
汰
と
い
う
厳
し
い
試
練
か

ら
生
き
残
れ
な
い
。
大
集
団
の
野
生
で
は
同
じ
季
節
に
同

じ
位
の
子
が
多
数
生
ま
れ
育
つ
の
で
穂
子
供
群
が
出
来
誠

互
い
に
真
似
あ
い
、
競
い
あ
っ
て
エ
サ
を
捕
え
食
べ
る
こ

と
を
覚
え
、
そ
し
て
自
立
し
て
い
く
。

だ
が
神
戸
で
は
二
十
二
回
め
の
繁
殖
を
み
た
。
今
回
も

ま
た
、
新
し
い
子
の
出
産
を
前
に
し
て
母
ア
シ
カ
は
マ
サ

ル
（
勝
）
と
名
づ
け
た
子
に
い
よ
い
よ
哨
乳
さ
せ
な
く
な

っ
て
き
た
。
ア
シ
カ
の
乳
は
チ
ー
ズ
状
の
濃
さ
で
一
瞬
僅

か
な
捕
乳
で
も
か
な
り
の
カ
ロ
リ
ー
が
あ
る
。
そ
れ
で
、

つ
い
深
刻
な
結
果
を
ま
ね
い
て
し
ま
う
の
だ
。

「
も
う
あ
か
ん
、
限
界
や
」

ア
シ
カ
池
か
ら
抱
き
か
か
え
て
動
物
病
院
に
運
び
こ
ん

だ
時
に
は
、
果
し
て
助
か
る
だ
ろ
う
か
。
あ
ま
り
の
弱
り

よ
う
に
誰
も
口
を
閉
じ
た
ま
ま
だ
っ
た
。
そ
の
日
、
昭
和

六
十
一
年
三
月
二
十
六
日
．
保
温
し
、
ゴ
ム
の
カ
テ
ー
テ

ル
で
の
人
工
ミ
ル
ク
注
入
。
深
夜
の
介
添
。
そ
し
て
二
昼

夜
が
過
ぎ
た
。

第
三
病
日
。
マ
サ
ル
が
鳴
声
を
だ
し
だ
し
た
。
そ
し
て

初
め
て
の
糞
を
し
た
。

「
よ
か
っ
た
。
人
工
ミ
ル
ク
の
糞
や
、
や
っ
ぱ
り
何
も
食

べ
て
な
か
っ
た
ん
や
／
」
担
当
の
三
角
君
の
声
が
耳
に
入

っ
た
。第

五
病
日
。
マ
サ
ル
、
更
に
元
気
回
復
。
餌
つ
け
を
始

め
る
。

「
よ
し
僕
が
親
の
真
似
し
て
見
せ
る
」

三
角
飼
育
員
は
ア
ジ
を
口
に
圧
え
て
マ
サ
ル
に
見
せ

る
。
口
の
中
へ
も
押
し
こ
む
。
す
ぐ
吐
き
だ
す
マ
サ
ル
に

繰
り
返
し
餌
つ
け
を
進
め
る
こ
と
－
週
間
。

「
あ
っ
、
食
べ
た
」

す
る
り
、
ア
ジ
を
確
か
に
食
べ
は
じ
め
た
時
の
感
激
は

９
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見
つ
け
た
。

ペ
タ
ペ
タ
ペ
タ
。
マ
サ
ル
は
駈
け
寄
っ
た
。

「
マ
サ
ル
は
覚
え
て
た
ん
や
」

「
あ
っ
、
母
親
が
逃
げ
た
／
」

マ
サ
ル
と
母
親
は
、
一
瞬
、
口
と
口
を
く
っ
つ
け
あ

い
、
互
い
に
鼻
イ
キ
を
ふ
っ
か
け
あ
っ
て
、
確
か
に
喜
び

あ
っ
て
い
る
風
だ
っ
た
。
だ
が
、
二
十
秒
と
続
か
な
い
。

母
親
は
マ
サ
ル
か
ら
逃
げ
た
。

「
分
っ
て
い
て
も
、
マ
サ
ル
を
突
き
離
し
た
ん
や
／
」

私
た
ち
は
マ
サ
ル
母
子
の
対
面
の
ふ
び
ん
さ
と
厳
し
さ

に
胸
が
熱
く
な
っ
た
。

「
マ
サ
ル
、
泣
い
た
ら
あ
か
ん
、
頑
張
っ
て
父
さ
ん
の
方

へ
泳
い
で
い
く
ん
や
」

思
わ
ず
声
を
出
し
た
私
の
目
の
前
で
、
マ
サ
ル
は
や
は

り
思
い
出
し
た
。
プ
ー
ル
へ
の
ス
ロ
ー
プ
を
ス
ル
ス
ル
と

滑
り
降
り
ザ
ン
ブ
と
波
し
ぶ
き
を
あ
げ
オ
ス
親
ア
シ
カ
を

追
っ
た
の
だ
。

「
あ
っ
、
オ
ス
の
背
に
の
せ
て
貰
っ
て
い
る
」

私
た
ち
は
ほ
ん
と
う
に
涙
が
出
そ
う
に
な
っ
た
。
オ
ス

親
も
、
他
の
メ
ス
も
み
な
、
マ
サ
ル
の
こ
と
を
覚
え
て
い

た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
母
親
は
次
の
出
産
が
間
近
で
あ

る
こ
と
を
知
っ
て
か
マ
サ
ル
を
近
づ
け
な
か
っ
た
。
そ
の

一
カ
月
後
、
や
は
り
母
親
は
岩
穴
の
中
で
女
子
一
子
を
生

ん
だ
。マ

サ
ル
は
何
十
回
も
う
ら
や
ま
し
げ
に
母
子
を
の
ぞ
く

こ
と
－
カ
月
。
そ
し
て
、
マ
サ
ル
に
習
っ
た
妹
ア
シ
カ
は

早
や
ア
ジ
を
唾
え
遊
び
は
じ
め
た
の
で
あ
っ
た
。

い
ま
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。
担
当
の
三
角
勝
利
君
に
ち
な

み
、
こ
の
甘
え
ん
坊
ア
シ
カ
を
マ
サ
ル
（
勝
）
と
名
づ
け

た
。
も
ち
ろ
ん
飼
育
第
二
班
総
員
一
致
で
あ
っ
た
。

ア
シ
カ
池
か
ら
助
け
あ
げ
た
時
十
三
キ
ロ
だ
っ
た
マ
サ

ル
は
親
か
ら
分
離
後
五
十
日
。
体
重
は
二
十
三
キ
ロ
。
十

キ
ロ
も
増
え
て
き
た
。
動
物
病
院
前
の
小
さ
な
箱
の
プ
ー

ル
で
も
よ
く
遊
び
は
じ
め
た
。

【
入
院
五
十
五
日
後
、
い
よ
い
よ
親
に
戻
す
】

さ
て
、
も
う
暫
く
待
っ
て
次
の
子
の
出
産
を
待
つ
べ
き

か
。
い
や
、
出
産
前
に
親
群
に
戻
す
こ
と
が
良
い
か
。
私

休
園
日
で
入
園
客
な
し
。
プ
ー
ル
水
替
後
の
十
一
時
す

ぎ
、
い
よ
い
よ
マ
サ
ル
を
箱
オ
リ
に
入
れ
軽
ト
ラ
ッ
ク
で

ア
シ
カ
池
へ
運
ん
だ
。
異
様
な
雰
囲
気
に
親
た
ち
は
群
泳

を
は
じ
め
激
し
く
吠
え
た
て
て
き
た
。

そ
ろ
り
そ
ろ
り
ロ
ー
プ
で
吊
し
た
マ
サ
ル
の
箱
を
プ
ー

ル
の
陸
に
無
事
降
し
た
が
、
な
ぜ
か
マ
サ
ル
は
鳴
か
な

い
、
恐
い
ら
し
い
。

「
マ
サ
ル
出
る
ん
や
／
」
箱
の
扉
を
開
け
た
が
、
や
は
り

出
て
こ
な
い
。
顔
を
出
し
て
は
、
す
ぐ
ひ
っ
こ
め
る
。
や

っ
と
の
こ
と
出
た
マ
サ
ル
は
、
辺
り
を
見
回
し
、
母
親
を

達
は
毎
日
の
よ
う
に
論
議

ル
を
か
わ
し
あ
っ
た
。

録
「
新
し
い
出
産
前
の
方
が

池
よ
い
の
で
は
」

唾
私
が
決
意
し
た
の
は
、

に静
子
の
出
産
後
の
母
性
の
激

麺
し
さ
は
他
の
動
物
で
幾
度

毒
も
苦
い
経
験
を
し
て
き
た

く唾
か
ら
で
あ
っ
た
。

仲
そ
の
日
、
五
月
二
十
一

日
。
朝
か
ら
快
晴
。
水
曜

唖

⑩
趣
井
一
成
ア
ニ
マ
ル
写
真
プ
レ
ゼ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

動
物
園
飼
育
日
妃
の
畑
頁
の
写
真
（
キ
ャ
ビ
ネ
版
）
に
趣
井
一
成
の
サ
イ
ン
を
入
れ

て
、
５
名
の
方
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
〒
６
５
０
神
戸
市
中
央
区

束
町
１
１
３
の
１
大
神
ピ
ル
９
階
月
刊
神
戸
っ
子
「
動
物
園
飼
育
日
記
」
係
ま
で

葉
書
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
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ハ イセンスな紳士服で
最高のおしゃれを

齢一：: 轄鶴鶏雲; 薯謹議篭謹識: 鍵識議蕊護蕊篭議蕊蕊蕊

雲霧瞳

隙

三恵洋服店
神戸･元町４丁目竃( 0 7 8 ) 3 4 1 - 7 2 9 0

がこんにちは赤ちゃん棚1 ｍ

湯

坂倉敬済〈ん( 1 0 カ月）城太郎〈ん( 2 才）
芦屋市大桝町

｢ 仲よしの兄弟で－す／」
完全看護★冷暖房完備☆病院前公共駐車場有

蔓柿沼産婦人科蔓柿沼産婦人科

芦屋市大机町１番1 8 号
芦屋保健所東隣

冠芦屋（0 7 9 7 ）3 1 - 1 2 3 4 代表
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